作家に 語り かける 言葉 

_ I 『現代 文学論』 に ふれて —— 

宫本 百合 子 



のみならず 自分自身に 対しても 照れ臭い ので ある」 こ 

れ もなかな か 含蓄 の ある 感情 だ と 思う。 ， J の 著者が 、 

そのよう にして 批評家と して 自分の 書く ものから 蒙る 

「逆作用」 のなかに 生き つ つ、 他の 多くの 例に 見る よう 

に、 それへの 内面的 抵抗 を、 歪んでも 自分で 歪みの 見 

えない 主観の なかに 立て こもる ことで、 即ち 評論から 

随想へ 転落す る 方便に 求めて いず、 刻々 の 生きた 動 を 

執拗に 文学の 原理 的な 問題に 引きよ せて 理論的に 追究 

しょうと 努力して いると いうの も、 つまり は 批評と い 

う ものが それと して、 批評家の 意識 や 能力に かかわら 

ず 指導 性 を もつ ものである という、 その 現実に 向って 



の 忠実 さに よる ものな の だと 思われる。 

もし 『現代 文学論』 に 何 かの 物足りな さ を 感じる 読 

者が あると すれば、 その 理由の 一 つに は、 昨今、 評論 

と 随想と の 区別が > J ちゃ ごち やにな つて 多くの 評論家 

は 現実 評価のより どころ を 失った とともに 自分の 身ぶ 

り、 スタイル、 ものの 云い まわしと いうよう なと ころ 

で 読者 を とらえて ゆく 術に 長け て 来て いるた め、 読者 

の 感覚が、 現実と 論理の 奇術 は 行わない 本筋の 評論の 

骨格に なじみに くくされ ている ことがあ げられ るので 

はなかろう か。 

更に 本筋の 評論と して、 まだ もっと 何 か をと 求める 



「それ は、 どんな 思想で もよ いから 強く 明確な もの を 

欲する と い う 意味から 云う ので はない。 どんな 思想 で 

も 芸術 を 美しく 輝かせる ことが 出来る と は 云えない か 

らだ。 又 私 は、 (中略) 一 つの 名 を 持った 特定の 思想 体 

系に ついて 云おうと している ので もない。 芸術作品に 

ついて 思想と 云う 時、 それ は 一 般 的に 作者が 私たちの 

生活の 中で 何に 注目し、 それ を どう 理解して いるか を 

指して いる。 そう 云った だけで はま だ 不充分 だ。 作品 

の 与える 感動の 質 や 強弱 や 方向 や 深浅 や 大小 を、 具体 

的に 規定して いる、 作品の その 関心 や 理解 こそ 思想で 

あろう。 感動の 性質 をよ そに して 作品から 思想 を 抽出 



し、 評価す る こと は 出来ない。 このように 考えられた 

作品の 思想 は、 作品の 骨組みで ある 構成に おいて 示さ 

れるご 

こうい う 部分 は 実に 面白 い と 思う。 そして 本当 の ザ J 

とが 観察され ている。 作品の 構成が、 通俗的な スト— 

リイと してで はなく、 「大きな 世界 を その 詳細な 見取 

図に おいて 取り扱う」 筋と して、 「人間関係 を 表示す る 

行為が、 決定的に 重要な 意義 を もって 来る」 ものと し 

て 会得した 上で、 今日 流布して いる 長篇 小説の あれ こ 

れの 内部に ふれて 思い 到る とき、 そこで は どんなに 

屡々 所謂 事件の 運びが 文学 本来の 人間 追求と しての 筋 



の 示して いる 如き、 作者と 作品と、 作品が そこから つ 

くり 出されて 来る 現実との 三角関係で、 作者と 作品と 

の 関係に 対する 作者の 支配が、 不可欠の 条件だろう。 

近頃の 活動的と 目され ている 作家た ちが、 昔の 作家の 

ように 「書け ない」 という 苦しみ を どこかへ おいて 来 

てし まっている ことから、 いつしか 生じて 来た 「作品 

と 作家が すっかり 離縁して、 てんでに 何処へ 漂流す る 

かも 知れない」 (作家の 凝視) という 「手芸 的に 制作 さ 

れ」 (同上) た 小説が、 まともな 文学へ 押し出される 道 

も、 文学の 道と して 云えば、 以上の 点に、 深刻な 連関 

を も つ ている と 思う ので ある。 



小説が 「作家の 誠実な 生命と 結びつい たもので」 (同 

上) あるた めに、 私たちに とって は 作家の 意 企、 作品 

の 主題、 及び 創作の モチ ー フ という ものの 関係 も 切実 

な ものと して 迫って 来る。 『現代 文学論』 第五 篇の 「現 

代 文学の 非 恒常性」 のなかで、 著者 はこの 問題に おい 

て、 志 賀直哉 氏の 言葉と 横 光利 一 氏の 言葉 を 何と 適切 

に 対比して、 批評して いる ことだろう。 

志 賀直哉 氏 は 「テ— マが あっても モチ— フが 自分の 

中に 起って くれな けり や 書け ない」 という 態度で ある。 

横 光利 一氏 は それに 対してこう 云って いる。 「いつも 

文学 を 文壇の 習慣と 結びつけなければ 棲息 出来ぬ 因循 
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